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高島市民病院

まつりでのみ有効

模擬店コーナー

一回無料券
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糖尿病とは…

８月から
専門の医師が赴

ふ に ん
任しました

インスリンの働きが不十分なため、血糖値が高くなる病気です。
一般的には、食べ過ぎや運動不足など、生活習慣だけが原因と

思われていますが、すい臓がんなど、思いがけない病気が潜んで
いる場合もあります。血糖値が上がる原因は人によってさまざま
ですので、糖尿病外来では、原因を調べ、それぞれの人に応じた治療を提
案します。

高血糖の状態が長く続くと、失明や腎不全、心筋梗塞や足えそ（足がく
さること）など全身に合併症が起こります。また、がんや肺炎などになり
やすいことも分かってきています。

給付を受け取るため必要な条件や他年金との調
整、請求手続きなどは、高島市役所保険年金課も
しくは、大津年金事務所までご相談ください。

令和元年度
新任医師の紹介

10 月 19 日土開催の「高島市民病院まつり」で使用
できる１回無料券です。切り取ってご利用ください。

専門分野： 内科
・日本糖尿病学会 専門医、指導医
・日本内分泌学会 専門医、指導医
経歴：京都大学大学院医学研究科を
修了後、京都大学医学部附属病院、
国立循環器病センター等で医師とし
て務め、洛和会音羽病院での糖尿病
内科部長を経て本年８月から高島市
民病院副院長を務める。

　糖尿病の方やその予備軍の方の健
康を、地域の診療所の先生方と連携
して守っていきたいと考えていま
す。特に合併症の発症予防に力を入
れ、健康寿命を延ばしていきたいと
思っていますので、みなさん、よろ
しくお願いいたします。

【副院長】

土
ど い

居　健
けんたろう

太郎

糖尿病外来のご案内糖尿病外来のご案内糖尿病外来のご案内

糖尿病の人は、高血圧や脂質異常症、肥満を併せ持
つことが多いので、これら生活習慣病を総合的に診療
します。個々にあった生活環境やライフステージに応
じて、きめ細やかな診療を心掛けたいと考えています。

また、地域の診療所の先生方と密な連携をとり、通
院を継続しやすい環境を整え、１日でも元気で過ごせ
るような診療を目指します。

国民年金には、２つの独自給付制度があります！国民年金には、２つの独自給付制度があります！

◆国民年金第１号被保険者の国民年金保険料納付済
期間と免除期間を合わせて期間が 10 年※以上ある
夫が亡くなったときに、夫によって生計を維持され、
夫との婚姻期間が 10 年※以上継続している妻が、
60 歳から65 歳になるまでに受け取ることができ
ます。（※平成 29 年８月より前に死亡の場合は 25 年）

〇 10 年以上の期間がすべて納付猶予および学生納
付特例期間の場合は、寡婦年金を受けられません。

〇寡婦年金の給付を受ける権利の発生から５年を経
過した場合、５年より以前の期間は時効により支
払われません。

◆国民年金第１号被保険者の国民年金保険料納
付済期間が 36 月以上ある方が亡くなったと
きに、亡くなった方と生計を同一にしてい
た遺族が受け取ることができます。

〇ただし、一部免除期間の減額された国民年金
保険料を納付された月数は、４分の１納付済
期間（４分の３免除）は４分の１相当の月数、
半額納付済期間（半額免除）は２分の１相当
の月数、４分の３納付済期間（４分の１免除）
は４分の３相当の月数となります。

〇死亡一時金を受けることができる遺族の順位
は、死亡した方の配偶者、子、父母、孫、祖
父母、兄弟姉妹の順番になります。

〇死亡一時金は、死亡の翌日から２年を経過し
た場合は、時効により請求できなくなります。
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介護している方、介護経験
のある方、介護に関心のある方、
情報交換や介護方法について学
びませんか。

▼日　時　10月23日水
　　　　11 時 〜 15 時

▼場　所　安曇川保健センター
▼内　容
　　情報交換・学習会
　　「認知症ケアについて」
▼申込締切　10月21日月

家族介護教室

問・申 高島市社会福祉協議会
（３６）８２２２
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日程 会場 受付時間

10 月 11日
（金）

今津保健センター 10 時
　〜 11 時 30 分

マキノ病院 13 時 30 分
　〜 15 時 30 分

　全血献血を実施します。
　対象は16歳〜69歳（初めての方は 64 歳まで）の方です。
　なお、服薬中、妊娠中の方などは献血をご遠慮していた
だくことがあります。詳しくは、お問い合わせください。

献血にご協力ください
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